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【公開番号】特開2015-191797(P2015-191797A)
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   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月13日(2016.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フッ化物塩と、前記フッ化物塩を溶解する溶媒とを含有し、
　前記溶媒が、芳香族カチオンと、アニオンとを有する芳香族性材料を少なくとも含有し
、
　フッ化物イオンに対する前記芳香族カチオンのモル比が１より大きいことを特徴とする
フッ化物イオン電池用電解液。
【請求項２】
　前記芳香族性材料が、イオン液体であることを特徴とする請求項１に記載のフッ化物イ
オン電池用電解液。
【請求項３】
　前記芳香族カチオンが、下記一般式で表されるカチオンであることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載のフッ化物イオン電池用電解液。

【化１】

　前記一般式において、Ｒ１～Ｒ６は、それぞれ独立に、水素、アルキル基またはフルオ
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ロアルキル基である。
【請求項４】
　前記芳香族性材料の前記アニオンが、ビスフルオロスルホニルアミド（ＦＳＡ）アニオ
ンであることを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかの請求項に記載のフッ化
物イオン電池用電解液。
【請求項５】
　前記電解液に存在する全アニオンに対するＦ（ＨＦ）ｘ

－アニオンの割合が、０．５ｍ
ｏｌ％以下であることを特徴とする請求項１から請求項４までのいずれかの請求項に記載
のフッ化物イオン電池。
【請求項６】
　正極活物質層と、負極活物質層と、前記正極活物質層および前記負極活物質層の間に形
成された電解質層とを有するフッ化物イオン電池であって、
　前記電解質層が、請求項１から請求項５までのいずれかの請求項に記載のフッ化物イオ
ン電池用電解液を含有することを特徴とするフッ化物イオン電池。
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